
ああ 

未来価値を創る玉手箱「地域協創スペシャリスト」育成プログラム 

 

長野県飯田ＯＩＤＥ長姫高等学校    

社会基盤工学科２年 折竹 直輝  商業科２年 森川 真央 

電気電子工学科３年 澤上  陽  商業科３年 北原みちる  

電気電子工学科３年 竹内 智志  商業科３年 澁谷花穂菜 

 

１．事業の概要 

本校は機械・電気系の学科を有する旧飯田工業高校と建築・土木系及び商業科を有する

旧飯田長姫高校が統合し，平成25年（2013年）に県下初の「総合技術高校」として開校し，

現在，工業科５科５クラス，商業科２クラスの７クラス編成となっています。 

 生徒在籍数が800名を超える多学科併設の専門高校であることから，本校の取組は多岐

にわたります。その中で最も特徴的なのは，「工

業科と商業科の学習内容を融合させた学校設定

教科『総合技術』」（以下「総合技術」）を展開し

ており，２年生必修２単位，３年生選択２単位で

開講していることです。また，令和元年度から本

事業にて共通教科と専門教科が協力し，地域の

産学官に関わる多様な人たちとの協働のもと，

高度な専門性と課題解決力の育成，学科間融合

による協創力の育成を目指した「地域協創スペ

シャリスト」育成プログラムをはじめました。  図 １ 「地 域 協 創 スペシャリスト」３年 間 の学 習 の流 れ   

 

２．具体的・特徴的な実践内容(抜粋)  

学年 科目名 内容 開始時期 

１年生 協創教育基礎 
共通教科の視点から地域で協創するた

めの基礎を学ぶ 
令和３年度 

２年生 地域ビジネスと環境 
これからの地域産業振興の視点から学

科の枠を超えて学ぶ 
令和３年度 

３年生 
課題研究 

（学科連携ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

３つの学科が連携し，地域の「防災」

について研究する 
令和３年度 

３年生 地域活性プロジェクト 
未来志向（思考）の視点から地域の企

業と連携して実践的に学ぶ 
令和２年度 

（１）共通教科「協創教育基礎」（１年生）  

「協創教育基礎」は１年生における７つの共通教科において，関連する地域の産業や暮

らし，文化，芸術などを取り扱い，各教科の視点から地域の人々や物事との関係性を理解

する力を身に付け，地域の課題に対する「気づき」の力を養います。また，２年生以降の

総合技術や課題研究において， 主体的に取り組むための第一歩となることも目標

です。 

（２）総合技術「地域ビジネスと環境」（２年生） 

 学校設定科目「地域ビジネスと環境」（全学科必修２単位）は令和３年度から開講しまし

１学年：教科の視点から地域を知る教科担当によ る 指導

「協創教育基礎」 地域と の協働に

共通教科による実学 よ る 指導 ( 外部

⇓ 指導者の協力）

２学年：専門に関わる現代的な学び

「地域ビジネスと環境」

商業科・工業科の連携学習

⇓
３学年：未来志向（思考）を獲得する

「地域活性プロジェクト」

学科間融合学習×企業連携
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た。科目における分野を「地域ビジネス」と「環境」に分け，図２のような内容を学んで

います。いずれの単元も講義に加え，自ら調べ，

考え，グループワーク等の協働やクラス全体への

発表を交えるなど，深い学びにつながる授業を展

開しています。  

令和２年度は模擬授業を工業・商業の２クラス

が合同で受けました。それぞれのクラスの生徒の

考え方や感じ方には違いがあり，そういった意見も参考にして情報収集することで，知識

の幅や広がり，多くの刺激を受けました。          図２ 「地域ビジネスと環境」

学習内容 

（３）総合技術「地域活性プロジェクト」（３年生） 

 学校設定科目「地域活性プロジェクト」（選択２単

位）は令和２年度から開講しました。３年生の全生徒

が選択でき，学科を融合した班（各班５名程度）を構

成し，学科の枠を越えて共に学んでいます。班ごとに

関心ある課題（社会課題，企業課題等）を設定し，企

業の方とともに解決に向けた知識や思考について学

ぶほか，調査，分析，考察を繰り返し行います。また，

地元企業 10 社（令和２年度実績）の協力が得られるよ

う，学校と企業が協働する学習体制を構築しています。  図 ３ 協 働 による調 査 ・分 析 の様 子  

この授業の令和２年度の振り返り（評価）結果は，創造力や働きかけ力を中心に力が伸

びており，企業と協働する取組を中心に生徒の満足度が高い授業になりました。  

① 社会人基礎力の自己評価（5 段階）    ② アンケート（一部抜粋）  

 

 

  

 

 

３．成果と改善の方向性 

 本事業に関係する授業では，従来の授業では得られないことを多く学ぶことができます。

例えば，自分のクラス以外の他学科の生徒や地域の方，企業の方などと意見交換や協働す

る機会が多いことで，自身のコミュニケーション能力を伸ばすことができ，様々な人の意

見から，新たな考え方や知識を得ることができています。  
また，この学校に入学して「なぜ学ぶのか」「なんのために学ぶのか」をよく考えるよう

になりました。以前は，国語は国語の勉強，数学は数学の勉強と分けて考えており，定期

テストで点数を取るためにはどうすればよいかを中心に考えていました。しかし今はあら

ゆる学びはつながっており，社会に存在する問題は複雑で，それらを解決しながら，新し

い地域，新しい社会を「私たちが創る」ために学ぶということが分かりました。  
 今後は，本校でこうした学びができることを，中学生や保護者，地域の方，企業の方に

も伝えていきたいと思います。そして近い将来，世代や住んでいる場所などに関係なく，

1 AI概論 1 SDGｓ

2 統計学基礎 2 地球の課題

3 社会調査手法 3 環境問題

4 経営学基礎 4 企業の社会的責任

5 発表技法 5 働き方改革と環境改善

「地域ビジネス」分野 「環境」分野

5段階評価 学習前 学習後
規律性 3.6 3.9
創造力 2.8 3.5
働きかけ力 2.8 3.5
柔軟性 3.4 3.9

（％） 肯定的 否定的
企業との協働 70.5 7.3
授業の満足度 70.9 4.9
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もっとたくさんの方と一緒に，地域の産業やこれからの暮らしについて考え，より自由で，

もっとワクワクすることが学べる学校になることを期待しています。  
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未来価値を創る玉手箱

「地域協創スペシャリスト」
育成プログラム

令和３年度

地域との協働による高等学校教育改革推進事業

プロフェッショナル型
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学校説明

機械工学科
電子機械工学科
電気電子工学科
社会基盤工学科
建築学科
商業科

機械工学科
電子機械工学科
電気電子工学科
社会基盤工学科
建築学科
商業科
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学校説明
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協創教育基礎
「協創教育基礎」は，２年次「地域ビジネ
スと環境」・３年次「課題研究」「地域活
性プロジェクト」につながる飯田OIDE長
姫高校独自の地域人育成プログラムとして，
１年次履修普通科目の授業時間内で学習し
ます。

～目標～
将来，新たな価値を創造できる人，豊かな
地域づくりに貢献できる人になれるよう，
地域の人々や物事との関係性を理解する力
を身に付け，同時に地域が抱える課題に対
する「気づき」の力を養う。

（令和2年12月実施） 科学と人間生活（理科）2単位 関連単元：宇宙や地球の科学
第１時限「地震災害」，第２時限「気象災害」，第３時限「感染症」

地震，水害，感染症について，ハザードマップや過去の災害を例に，｢地域にどんな課題があるか」
を考えるきっかけをつくる。

１学年：地域の事を知る

「協創教育基礎」

⇓
２学年：グループ活動・発表

「地域ビジネスと環境」 地域との協働に

１年間の学習の積み上げ よる指導 (外部

⇓ 指導者の協力）

３学年：自主的課題の解決・協働

「地域活性プロジェクト」

「課題研究」（総合的な探究の時間）

教科担当による指導

２年間の学習の積み上げ
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第１時限「地震災害」 第２時限「気象災害」 第３時限「感染症」
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資料の読み合わせ後，グループ内でお互いに気づいたことを出し合いま
す。それを先生が板書し，他グループの気づきに注目しながら学び合いま
す。
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授業前半で感じたことを基に，後半はグループごとに学校所在地の防災
マップを見て，気づいた地域の課題について発表しました。
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・要救助者を探すドローンや，生活再建に外骨格型アシストスーツの利用
・ドローンを利用して救援物資輸送，ヘリに代わっての救助ドローン
・体温を感知できる人命救助ロボット，感染予防でのロボットの活用
・地盤の歪みを測定する小型自走ドローンで土砂崩れを予測
・お話し相手ロボット
・バーチャル災害体験，避難訓練のためのリアル動画の製作
・災害時情報共有アプリの開発，SNS上のデマを削除するシステムの開発
・説明書を見れば誰でも簡単に建てられる仮設住宅
・テント型仮設住宅，コンクリートに代わるプラスチックの塀
・ソーシャルディスタンス対応型ライブハウス
・避難生活快適グッズ（仕切り用発泡スチロールなど）
・災害時における土地所有権に関する法改正
・移動販売車やバイクを利用した支援物資の輸送
・避難生活に必要なお金の計算（事前の予算）
・生活再建の設計書（仮設住宅での生活費・保険など）
・飲食店のリモート注文
・災害経験者からの聞き取り内容のデータ化・高校生の意識向上
・飯田OIDE長姫高校の避難者対応（教室配分図・誘導など高校生ができること）
・点字付きハザードマップ，避難生活での外国人対応
・避難中・避難生活中の子供のサポートと若者の意識向上
・ロックダウンできる法改正
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地域ビジネスと環境
-Local Business and Environment-
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ビジネス分野

AI社会を

生き抜くために
統計の基礎

社会調査の

手法
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環境分野

話す

テキスト読み合わせ

聴く

調べる

読む

解説・補足の内容を聴く

設問や疑問・不明なところを調べる

調べた内容の発表

知識の獲得

確認と共有

→ グループ内で発表

→ クラス内での発表会

→ 学年内他学科との発表会

正確な読み方

内容を理解

プレゼンテーション能力 の伸長を目指し， ３年次の 「課題研究」 へと繋げる

何をどう伝えるのか？ より効果的に解り易く伝えるにはどうしたらよいのか？
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学校設定科目

地域活性プロジェクト

―３年選択（２単位）－
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13

機械

工学科

電子機械
工学科

電気電子
工学科

社会基盤
工学科

建築学科 商業科

企業課題 地域課題学習の特徴
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学期 学習内容

1学期

チームビルディング（班ごと）

問題の気づき
①社会問題へのアプローチ
②地元企業へのインタビュー

２学期

課題の設定（班ごと）
各種講義から課題の深堀
①「プロトタイピング思考」

②「アート思考によるダイバーシティ＆インクルージョ
ン」
③「TECHによる未来志向（思考）」

３学期 まとめ・報告会
14

学習の計画
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15

講義
問題の気づき
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企業インタビュー

- 63-



プラスチック成型技術を生かした
コロナ対策製品「シールド君」の開発

本校在籍ヒーロー戦隊
「テックレンジャー」のグッズ制作＆販売

長姫銀行創設プロジェクト

地域の自然エネルギーの利活用
「学校で使う電気を自分たちで作ろうプロジェクト」

ウイルスを撃退する腕時計の開発

ドローンで撮影した映像作品の市場調査

まちづくりボードゲームの制作

レシピの作成＆ＳＮＳでの発信

伝統野菜を使ったジェラートの開発＆ＰＲ

RFIDタグによる在庫管理システム

製造
信菱電機（株）

教育
信州大学付属中学校

金融
長野県労働金庫

電力
おひさま進歩エネルギー（株）
飯田まちづくり電力（株）

システム開発
（有）エクスルース

サービス
堀本写真館

広告デザイン
（株）週休いつか

食品製造
旭松食品（株）

食品卸
（株）テスク「生活菜園」

製造
山京インテック（株）

17

参考：R02「地域活性プロジェクト」 協創企業＆研究テーマ一覧
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3.59 

2.82 

2.82 

3.45 

3.93 

3.52 

3.48 

3.93 

規律性

創造力

働きかけ力

柔軟性

「地域活性プロジェクト」における

社会人基礎力 評価

学習前（６月） 学習後（１月）

ｎ＝４４
（R02 ３年生）
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防災ベンチの製作

課題研究学科連携グループ
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研究動機

・これまで学んできたモノづくりの知識，技術

を活用し，地域社会に貢献したい

・今後災害が発生した場合に避難指定場所であ

る本校において，その役割を果たすことがで

きるように防災ベンチを製作したい
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研究目的

・防災対策の面で，地域に貢献する

・防災ベンチの使い方を多くの人に

知ってもらう

・他学科の知識，技術を学ぶ
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研究内容

◉そもそも防災ベンチとは？
普段はベンチとして使用するが，災害が起きた

時にかまどやテーブルに変形し，調理ができたり
する災害に対応したベンチ

通常時 災害時
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研究内容
•溶接

•金属加工

機械

工学科

•配線

•ソーラーパネルの設置
電気電子工学科

•基礎工事

•設計
社会基盤工学科
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研究計画
5月 事前学習

6月 計画確認

7月 技術講習

8月 構想・設計

9月 構想・設計

10月 製作

11月 製作

12月 まとめ

1月 発表会準備
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研究の目玉・意気込み

・災害時に機能を発揮できるような製品

を作る

・太陽光で発電できる機能を搭載する

・壊れにくい頑丈なものに仕上げる
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参考文献

・酷暑の夏に救世主登場？ 太陽光×蓄電池
エネルギーでエコなミストを創出

・防災かまどベンチ 信建工業株式会社
・太陽光（ソーラーエネルギー）により
外出先でも充電する事の出来る
公共のベンチ「eTree」
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最後 まとめ

最後 まとめ来年度から実施される新教育課程に向けて，
本校と地域とのつながりを深める授業を組み入
れることにより，生命の尊厳を自覚し，真理と正
義を愛する知識・教養・創造性豊かな人間の育
成ができるようにします。

来年度から実施される新教育課程に向けて，
本校と地域とのつながりを深める授業を組み入
れることにより，生命の尊厳を自覚し，真理と正
義を愛する知識・教養・創造性豊かな人間の育
成ができるようにします。
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